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一般会計および特別会計当初予算前年度対比表
会 　 　 計 　 　 名 今年度当初予算 前年度当初予算 増　　減 増減率

一　般　会　計 56 億 6300 万円 59 億 2000 万円 △ 2 億 5700 万円 △ 4.3

特

別

会

計

国民健康保険（事業勘定）会計 7 億 9000 万円 8 億 800 万円 △ 1800 万円 △ 2.2

国保歯科診療所会計 1500 万円 1500 万円 − −

後期高齢者医療会計 9300 万円 9300 万円 ー ー

介護保険会計 10 億 8500 万円 10 億 9600 万円 △ 1100 万円 △ 1.0

住宅新築資金等貸付会計 661 万円 522 万円 139 万円 26.6

観光施設事業会計 9720 万円 9200 万円 520 万円 5.7

　　特別会計　小計 20 億 8681 万円 21 億 922 万円 △ 2241 万円 △ 1.1

合　　　　　計 77 億 4981 万円 80 億 2922 万円 △ 2 億 7941 万円 △ 3.5

令
和
5
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

　

令
和
5
年
度
の
町
の
予
算
が
３
月
の
町

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
56
億
６
３
０
０
万
円

で
前
年
度
当
初
予
算
59
億
２
０
０
０
万
円

と
比
較
す
る
と
△
２
億
５
７
０
０
万
円
減

額
（
対
前
年
度
比
△
４・３
％
）
の
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
6
特
別
会
計
の
総
額
が

20
億
８
６
８
１
万
円
で
前
年
度
21
億
９
２
２
万

円
に
比
べ
、
２
２
４
１
万
円
（
対
前
年
度
比
△

１・１
％
）
減
額
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
国
の
動
向
、
急
激
に
変
化

す
る
社
会
経
済
情
勢
の
動
向
を
踏
ま

え
、
第
２
次
長
和
町
長
期
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
、
第
２
次
長
和
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
、
町
長
公
約

『Nagawa Next Vision 

5
』
を
指

針
と
し
、
町
が
お
か
れ
て
い
る
厳
し
い
財

政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
長
和
町
」
を

目
指
し
て
編
成
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
（
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
課

題
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
向
け
た
取
組
み
、

脱
炭
素
の
推
進
、
持
続
可
能
な
開
発
目

標(
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ)

の
推
進
な
ど
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て

は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
し
て
、

新
た
な
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
長
和
町
の

発
展
、
安
心
、
安
全
な
暮
ら
し
、
豊
か
な

地
域
社
会
、
町
民
の
「
し
あ
わ
せ
」
に
つ

な
が
る
必
要
な
事
業
を
着
実
に
実
施
で
き

る
よ
う
な
予
算
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

一
般
会
計
歳
入
の
う
ち
、
町
税
全

体
で
は
、
前
年
度
よ
り
１・
８
％
増
の

７
億
２
６
３
４
万
２
千
円
を
見
込
み

ま
し
た
。
個
人
町
民
税
に
つ
い
て
は

７
６
２
万
８
千
円
増
（
対
前
年
度
比
＋
３
．

６
％
）、
法
人
町
民
税
31
万
円
増
（
対

前
年
度
比
＋
１・
５
％
）、
固
定
資
産
税

４
０
９
万
９
千
円
増
（
対
前
年
度
比
＋
１
・

０
％
）、軽
自
動
車
税
69
万
６
千
円
増
（
対

前
年
度
比
＋
２・５
％
）、
市
町
村
た
ば
こ

税
は
前
年
と
同
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
歳
入
の
約
半
分
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
前
年
度
よ
り
２・
５
％

増
の
28
億
２
５
５
０
万
１
千
円
を
見
込

み
ま
し
た
。
内
訳
は
普
通
交
付
税
が

25
億
７
０
０
０
万
、
特
別
交
付
税
が

２
億
５
５
５
０
万
円
で
す
。

　

普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
よ

り
７
０
０
０
万
円
の
増
額
と
し
ま
し
た
。
令

和
４
年
度
の
交
付
額
を
基
に
、
国
の
予
算

見
込
み
を
加
味
し
増
額
と
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
前
年

度
よ
り
50
万
円
の
減
額
と
し
ま
し
た
。
令

和
４
年
度
の
見
込
み
を
参
考
に
、
ほ
ぼ
同

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
町
債
に
つ
い
て
は
、
過
疎
対
策
事
業
債

（
１
億
４
４
９
０
万
円
）
を
活
用
し
、
長

門
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
、
や
す

ら
ぎ
の
湯
空
調
設
備
更
新
、
道
路
・
橋
梁

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
及
び
ソ
フ
ト
事
業

（
６
９
９
０
万
円
：
福
祉
医
療
給
付
金
、
子

育
て
応
援
給
付
金
、
保
育
園
バ
ス
運
行
委

託
、
地
域
い
き
い
き
券
負
担
金
、
外
国
人

誘
客
事
業
、
高
校
通
学
費
補
助
金
、
給
食

費
無
償
化
事
業
）
の
各
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　
ま
た
、辺
地
対
策
事
業
費
（
８
４
７
０
万

円
）
を
活
用
し
、
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス

キ
ー
場
施
設
改
修
工
事
を
、
合
併
特
例
債

（
２
１
２
０
万
円
）
を
活
用
し
、
い
こ
い
の

丘
公
園
の
施
設
整
備
を
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
（
１
９
０
万
円
）
を
活
用
し
、

消
防
用
車
両
の
購
入
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
の
振
替
分
と
し
て
発
行
が

許
可
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

は
、
１
６
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

歳
出
を
性
質
別
経
費
で
見
る
と
、
人

件
費
、
物
件
費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助

費
、
補
助
費
等
、
公
債
費
の
義
務
的
経

費
は
47
億
１
５
３
４
万
８
千
円
で
全
体
の

８
３・３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
予
算
額
で

は
前
年
度
（
47
億
３
１
８
５
万
６
千
円
）

に
比
べ
、
１
６
５
０
万
８
千
円
の
減
額
、
構

成
比
で
は
前
年
度
（
７
９・９
％
）
と
比
べ

て
３・４
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
９
億
６
１
４
４
万
円
で
前
年

度
比
と
比
較
し
て
３
３
９
７
万
３
千
円
の
減

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に
お
け
る
会

計
年
度
任
用
職
員
等
が
減
額
と
な
っ
た
こ

と
が
主
な
要
因
で
す
。

　
物
件
費
は
11
億
４
１
７
５
万
５
千
円
と

前
年
度
と
比
較
し
て
１
４
５
１
万
８
千
円

の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
庁
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
委
託
費
（
４
７
１
９
万

円
）、
地
域
ア
プ
リ
導
入
委
託
料

（
１
３
０
０
万
円
）
等
が
増
額
と
な
っ
た

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　

補
助
費
等
は
前
年
度
と
比
較
し
て
、

３
６
０
６
万
８
千
円
の
増
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
依
田
窪
医
療
福
祉
事
務
組

合
負
担
金
（
４
億
３
６
５
５
万
円
）、
常

備
消
防
費
広
域
連
合
本
部
費
負
担
金

（
１
億
６
２
２
４
万
円
）等
が
増
額
と
な
っ

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
は
４
億
２
４
３
３
万

２
千
円
で
１
億
６
０
５
万
５
千
円
の
減
額

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

補
助
事
業
は
前
年
度
と
比
較
し
て
、

９
５
６
８
万
９
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー

場
施
設
改
修
工
事
（
１
億
２
６
５
０
万

円
）、
防
災
・
安
全
工
事
請
負
費

（
１
０
０
０
万
円
）、
直
売
施
設
運
営
経
費

駐
車
場
舗
装
工
事
（
３
０
０
０
万
円
）
等

が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。

　
災
害
復
旧
事
業
費
は
前
年
度
と
比
較
し

て
、
１
億
２
５
２
２
万
６
千
円
の
減
額
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
農
業
用
施
設
・
林
業

施
設
・
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
が
概
ね
完

了
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
っ
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

特集　豊かな自然・歴史・文化を引き継ぎ、耀きつづける長和町の創造（令和 5 年度長和町一般会計予算）

【お問い合わせ】　　企画財政課　財政係　　☎７５−２０４２

豊かな自然・歴史・文化を引き継ぎ、豊かな自然・歴史・文化を引き継ぎ、
耀きつづける長和町の創造耀きつづける長和町の創造
令和５年度令和５年度
長和町一般会計予算　長和町一般会計予算　56 億 6300万円56億 6300万円

大型遊具の設置などの施設整備を行う『いこいの丘公園』大型遊具の設置などの施設整備を行う『いこいの丘公園』
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歳入

歳
　
入

町税
7 億 2634 万円

（12.8%）

繰入金
6 億 594 万円

（10.7%）

分担金及び負担金
3858 万円（0.7%）

諸収入
1 億 9839 万円（3.5%）

使用料及び手数料、財産
収入、寄付金、繰越金
2 億 4784 万円（4.4%）地方交付税

28 億 2550 万円
（49.9%）

自主財源
18 億 1709 万円

（32.1％）依存財源依存財源
38 億 4591 万円38 億 4591 万円

（67.9%）（67.9%）

国庫支出金
3 億 32 万円
　       （5.3%）

町債
2 億 6780 万円（4.7%）

県支出金
2 億 803 万円（3.7%）

その他（※１）

2 億 4336 万円（4.3%）

歳
　
出

性
質
別
歳
出

総務費
　9 億 1619 万円

（16.2%）

民生費
11 億 3911 万円

（20.1%）

衛生費
　9 億 7630 万円

（17.2%）

　土木費
3 億 9760 万円
　　（7.0%）

農林水産業費
3 億 966 万円（5.5%）

商工費
4 億 294 万円（7.1%）

消防費
2 億 2310 万円（3.9%）

教育費
5 億 6545 万円

（10.0%）

災害復旧費
　           258 万円

　（0.1%）
公債費
　6 億 5737 万円

　（11.6%）

予備費・諸支出金
　1427 万円（0.3%）

議会費
　5933 万円（1.0%）

 ※ 1　その他の内訳　
地方譲与税、利子割交付金、配当割
交付金、株式等譲渡所得割交付金、
法人事業税交付金、地方消費税交付
金、環境性能割交付金、地方特例交
付金、交通安全対策特別交付金

● 人件費：特別職・職員給与等、議員・
　 委員等報酬
● 物件費： 消耗品、光熱水費、各種委 
    託料等の消費的性質の経費
● 維持補修費： 庁舎、学校等、町が管
    理する公共施設の修繕等経費
● 扶助費： 児童福祉法、老人福祉法等
    に基づき被扶助者に対し支給する経費
● 補助費等： 各種団体への補助金・負
    担金や各種保険料等
● 公債費： 町が借りた地方債の元利償
    還金、一時借入金の利子
● 積立金： 条例により町が設置した基
    金への積立金
● 投資・出資・貸付金：  投資及び出資金・
　 貸付金
● 繰出金： 一般会計と特別会計等の間
    において支出される経費
● 普通建設事業費： 道路、橋梁、公共
    施設等の建設に要する経費
● 災害復旧事業費： 災害によって被害
    を受けた施設の復旧に要する経費

用 語 説 明

人件費
9 億 6144 万円

（17.0%）

物件費
11 億 4176 万円

（20.2%）

維持補修費
6347 万円（1.1%）

扶助費　
2億8086万円（5.0%）

補助費
16 億 1046 万円

（28.4%）

公債費公債費
6 億 5737 万円6 億 5737 万円

（11.6%）（11.6%）

積立金
3951 万円（0.7%）

投資出資・
貸付金
6200 万円

（1.0%）
繰出金
4 億 495 万円
　　　（7.1%）

普通建設事業費
4 億 2433 万円（7.5%）

災害復旧事業費
 258 万円（0.1%）予備費

　1427 万円（0.3%）

令
和
５
年
度

長
和
町
主
要
事
業
紹
介

■ 

新
規
事
業

　
　

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
業
務
委
託
料

　

長
和
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
ま
す
。

（
事
業
費　
７
７
７
万
７
千
円
）

◆
地
域
ア
プ
リ
導
入
委
託
料

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
・
文
字
放
送
・
デ
ー
タ
放
送
等
の
お
知

ら
せ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォン
の
ア
プ
リ
で
一
括

し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
事
業
費　
１
３
０
０
万
８
千
円
）

◆
書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

　
紙
の
申
請
書
の
省
略
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
申
請
窓
口
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

（
事
業
費　
４
５
２
万
９
千
円
）

◆
長
久
保
農
道
設
置
事
業
（
総
額
）

　
令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
で
既
存
道
路

が
寸
断
し
、
地
域
の
農
林
業
に
支
障
が
生

じ
て
い
る
た
め
、
新
た
に
道
路
を
設
置
し
、

今
後
も
森
林
や
農
地
を
維
持
・
保
全
す
る

た
め
の
基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
事
業
費　
3
５
０
０
万
）

■
継
続
事
業

◆
福
祉
医
療
給
付
事
業
（
扶
助
費
総
額
）

　

乳
幼
児
、
小
学
生
１
年
生
か
ら
高
校
３

年
、
障
が
い
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
低

所
得
の
高
齢
者
な
ど
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
に
つ
い

て
助
成
し
ま
す
。

（
事
業
費　
４
３
７
８
万
円
）

◆
巡
回
バ
ス
運
行
委
託
料

　

町
内
巡
回
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
で
、

町
内
の
公
共
交
通
手
段
の
確
保
を
図
っ
て

い
ま
す
。
町
外
便
へ
の
快
適
な
接
続
や
町

道
で
は
支
線
道
路
ま
で
の
運
行
な
ど
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
運
行
体
制
を
目
指
し
ま

す
。

（
事
業
費　
５
８
４
６
万
３
千
円
）

◆
い
こ
い
の
丘
公
園
施
設
整
備
工
事

　

合
併
特
例
交
付
金
を
活
用
し
、
い
こ
い

の
丘
公
園
に
大
型
遊
具
の
設
置
を
行
う
な

ど
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
事
業
費　
３
３
４
９
万
４
千
円
）

◆
給
食
費
無
償
化
事
業

　

子
ど
も
を
育
て
る
家
庭
の
負
担
を
軽
減

し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の

整
備
を
図
る
事
業
で
す
。

（
事
業
費　
2
３
７
６
万
２
千
円
）

◆
高
校
通
学
費
等
補
助
金

　

高
等
学
校
に
通
学
す
る
保
護
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
補
助
金
を
交
付
す
る

事
業
で
す
。

（
事
業
費　
１
０
０
９
万
２
千
円
）

◆
長
和
町
・Breck land

　
国
際
交
流
事
業
実
行
委
員
会
負
担
金

　
「
長
和
町
青
年
海
外
派
遣
交
流
事
業
」

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
３
年
に
渡
り

延
期
さ
れ
て
い
た
３
回
目
と
な
る
「
長
和

青
少
年
黒
耀
石
大
使
」
の
英
国
渡
航
を
行

い
ま
す
。（

事
業
費　
１
７
７
７
万
６
千
円
）

◆
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
（
総
額
）

　

橋
梁
の
定
期
点
検
、
橋
梁
の
長
寿
命
化

修
繕
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
大
多
沢
橋
の
対
策
工
事

を
行
い
ま
す
。（

事
業
費　
６
２
１
５
万
円
）

◆
信
州
大
学
医
学
部

　
　
　
　
　
　
　
健
康
推
進
学
講
座
事
業

　

健
康
増
進
を
目
的
と
し
令
和
３
〜
５
年

度
ま
で
の
３
年
間
、
信
州
大
学
医
学
部
と

連
携
し
20
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象
に
血

液
検
査
を
行
い
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
な
ど
の

肝
臓
の
疾
患
を
早
期
発
見
し
、
肝
炎
撲
滅

の
町
を
目
指
し
ま
す
。

（
事
業
費　
2
５
０
０
万
円
）

◆
や
す
ら
ぎ
の
湯
施
設
改
修
事
業（
総
額
）

　

長
門
温
泉
や
す
ら
ぎ
の
湯
館
内
の
老
朽

化
し
た
空
調
設
備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

（
事
業
費　
３
４
８
７
万
９
千
円
）

◆
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
施
設
等

　
改
修
工
事

　

現
存
し
て
い
る
第
１
ク
ワ
ッ
ド
リ
フ
ト
を

維
持
（
機
能
向
上
）
す
る
た
め
の
鋼
索
交

換
工
事
を
行
い
ま
す
。

（
事
業
費　
２
１
４
９
万
２
千
円
）

◆
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
（
総
額
）

　

役
場
庁
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
が
老

朽
化
し
て
い
る
た
め
、
更
新
を
し
ま
す
。

（
事
業
費　
４
７
１
９
万
円
）

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
環
境
構
築
事
業（
総
額
）

　
長
和
町
議
会
に
お
い
て
会
議
用
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
機
を
導
入
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
取
組
を
進
め
ま
す
。

（
事
業
費　
５
１
４
万
円
３
千
円
）

◆
地
域
脱
炭
素
化
実
行
計
画
（
仮
称
）

　
　
　
　
　
　
策
定
等
支
援
業
務
委
託
料

　

気
候
変
動
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
影
響
が

全
国
各
地
で
生
じ
て
お
り
、
既
に
異
常
な

状
況
で
あ
る
こ
と
の
危
機
感
を
町
民
・
事

業
者
と
共
有
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
の

計
画
を
策
定
し
、
脱
炭
素
社
会
の
形
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
（
事
業
費　
９
５
６
万
１
千
円
）

特集　豊かな自然・歴史・文化を引き継ぎ、耀きつづける長和町の創造（令和５年度長和町一般会計予算）

【お問い合わせ】　　企画財政課　財政係　　☎７５−２０４２
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県
交
流
職
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紹
介

こども・健康推進課
健康づくり係
山
や ま の う ち

ノ内　敏
のりゆき

行
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企
画
財
政
課
管
財
係
に
配
属
に
な

り
ま
し
た
両
角
咲
希
で
す
。
幼
い
頃

か
ら
馴
染
み
の
あ
る
長
和
町
の
職
員

に
な
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
自
分
の
知
ら
な
い
長
和
町
の

魅
力
を
知
る
こ
と
、
そ
し
て
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

こ
ど
も
・
健
康
推
進
課
に
配
属
に

な
り
ま
し
た
。
公
認
心
理
師
の
山
ノ

内
敏
行
で
す
。
私
自
身
、
子
ど
も

４
人
の
父
と
し
て
子
育
て
の
悩
み
を

日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。
長
和
町
で

子
育
て
す
る
皆
さ
ん
と
と
も
に
日
々

の
困
り
ご
と
を
考
え
て
い
け
る
存
在

と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
農
政
係
に
配
属
に
な

り
ま
し
た
柳
澤
祐
太
で
す
。
生
ま
れ

育
っ
た
長
和
町
で
職
員
と
し
て
働
け

る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
こ
と
が
多
く
不
安
な

気
持
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
・
健
康
推
進
課
に
配
属
に

な
り
ま
し
た
。
管
理
栄
養
士
の
齊
藤

美
唯
那
で
す
。
食
を
通
じ
て
町
民
の

皆
様
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
点

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

情
報
広
報
課
・
情
報
広
報
係
に
配

属
に
な
り
、
広
報
作
成
を
担
当
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出
身

が
長
和
町
で
は
な
い
の
で
、
ま
だ
知

ら
な
い
こ
と
も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま

す
。
広
報
を
通
じ
て
、
長
和
町
を

発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
魅
力
を

見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

産業振興課
農政係

柳
やなぎさわ

澤　祐
ゆ う た

太

企画財政課
管財係

両
もろずみ

角　咲
さ き

希

情報広報課
情報情報係
荒
あらかわ

川　泰
た い き

輝

こども・健康推進課
健康づくり係
齊
さいとう

藤　美
み い な

唯那

新
し
い
駐
在
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す

   　
こ
の
た
び
の
異
動
で
長
久
保
駐
在
所
に

着
任
い
た
し
ま
し
た
。
異
動
前
は
須
坂
警

察
署
で
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

昭
和
時
代
か
ら
警
察
署
の
仕
事
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
若
い
頃
は
交
通
機
動
隊

勤
務
（
白
バ
イ
隊
員
）
な
ど
、
警
察
官
人

生
の
お
よ
そ
半
分
を
交
通
部
門
の
警
察
官

と
し
て
過
ご
し
て
き
た
も
の
の
、
最
近
は

警
察
の
原
点
で
あ
る
地
域
部
門
（
交
番
や

駐
在
所
）
の
警
官
と
し
て
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。

　

白
バ
イ
隊
員
時
代
に
は
秋
に
行
わ
れ
る

長
野
県
縦
断
駅
伝
の
上
田
〜
白
樺
湖
区
間

を
白
バ
イ
で
伴
走
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

今
回
の
異
動
で
長
和
町
に
赴
任
し
、
記
憶

に
残
っ
て
い
る
風
景
を
見
て
、
と
て
も
懐
か

し
い
気
持
ち
に
な
る
と
と
も
に
、
思
い
出
の

場
所
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

長野県上田警察署
長久保駐在所　相

そ う ま

馬　盛
もりとし

敏

産業振興課
農政係

北
きたざわ

澤　彩
あ や か

夏

　令和５年度　新入職員紹介

　

長
野
県
研
修
派
遣
職
員
と
し
て

配
属
に
な
り
ま
し
た
北
澤
彩
夏
で

す
。
慣
れ
な
い
場
所
で
不
安
な
気
持

ち
も
あ
り
ま
す
が
、
温
厚
な
職
員
の

方
々
と一
緒
に
働
け
る
こ
と
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
１
年
間
で
は
あ
り
ま

す
が
、
長
和
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
を

沢
山
見
つ
け
て
、
長
和
町
の
地
域
発

展
に
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご入園・ご入学おめでとうございます !ご入園・ご入学おめでとうございます !
　４月４日（火）にながと保育園、和田保育園で入園式・進級式が行われました。ま
た、４月６日（木）には、和田小学校、長門小学校、依田窪南部中学校で入学式
が行われました。
　新一年生の皆さんご入園・ご入学おめでとうございます。長きに渡って、コロナ禍
でマスク生活を送ってきましたが、徐々にお互いの顔が見える生活へと変化していま
す。これから新しい友達・先生との出会い、運動会や遠足などの学校行事もはじまり
ます。期待と希望を胸に笑顔で新生活楽しんでください。

こども・健康推進課
課付　公認心理師

山
や ま の う ち

ノ内　敏
としゆき

行
和田保育園進級式

依田窪南部中学校入学式

長門小学校入学式和田小学校入学式

ながと保育園入園式
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消
防
団
通
信

消
防
団
通
信

　
長
和
町
消
防
団
に
よ
る
水
防
訓
練
を
開

催
し
ま
す
。

　

消
防
団
で
は
、
毎
年
水
害
に
備
え
水
防

訓
練
を
依
田
窪
南
部
消
防
署
の
指
導
の
も

と
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ど
な
た
で
も

ご
参
加
可
能
で
す
。
ま
た
、
訓
練
で
作
成

し
た
土
の
う
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
の

で
、
自
主
防
災
組
織
等
で
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
５
月
14
日
（
日
）
14
時
30
分
か
ら

■
場
所

　
古　
町
地
区　
古
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
長
久
保
地
区　
長
久
保
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
大　
門
地
区　
大
門
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
和　
田
地
区　
役
場
和
田
支
所
駐
車
場

■
内
容

　
土
の
う
づ
く
り

　
改
良
積
土
の
う
積
工
法
2

※
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
お
近
く

　
の
会
場
へ
お
集
ま
り
下
さ
い
。

�
長
和
町
消
防
団
事
務
局

　
　
総
務
課　
総
務
係　

　
　
☎
75
・
２
０
４
０

長
和
町
水
防
訓
練
開
催

の
お
知
ら
せ

　

４
月
２
日
（
日
）
和
田
湯
遊
パ
ー
ク
総

合
体
育
館
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
長
和

町
消
防
団
辞
令
交
付
式
お
よ
び
規
律
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
の
前
に
依
田
窪
南
部
消
防

署
員
を
講
師
に
招
き
、各
階
級
に
応
じ
た
規

律
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。規
律
訓
練
終
了

後
、黒

く
ろ
さ
わ
か
お
る

澤
薫
団
長
か
ら
団
員
に
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
辞
令
交
付
後
、新
入
団
員
14

名
を
代
表
し
て
第
４
分
団
の
関せ

き

麻ま

み未
さ
ん

が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

辞
令
交
付
式

○
辞
令
を
受
け
た
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■ 

副
分
団
長
辞
令

清
水
潤
一
（
第
２
分
団
）

櫻
井
光
一
（
第
３
分
団
）

■ 
班
長
辞
令

竜
野
翔
太
（
第
２
分
団
）

古
畑
裕
隆
（
第
３
分
団
）

清
水
巧
（
第
４
分
団
）

田
村
拓
巳
、
堀
江
祐
希
（
第
５
分
団
）

田
島
史
章
（
第
７
分
団
）

■ 

新
入
団
員
辞
令

垂
見
壮
俊
、
吉
見
健
太
郎
、
齊
藤
美
唯
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
第
1
分
団
）

清
水
悠
司
、
竹
内
梢
、
山
ノ
内
敏
行　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
第
２
分
団
）

荒
川
泰
輝
（
第
３
分
団
）

関
麻
未
（
第
４
分
団
）

佐
々
木
駿
、
山
本
航
大
、
柳
澤
祐
太　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
第
６
分
団
）

両
角
咲
希
、
佐
々
木
峻
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
第
７
分
団
）

新入団員の辞令交付の様子

　

同
日
に
記
念
品
引
き
渡
し
式
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
平
成
26
年
4
月
か
ら
平
成
28
年

3
月
ま
で
の
2
年
間
、
長
和
町
消
防
団
長

を
歴
任
さ
れ
た
依よ

だ田
昇の
ぼ
るさ
ん
、
平
成
28
年

4
月
か
ら
令
和
2
年
3
月
ま
で
の
4
年
間

長
和
町
消
防
団
長
を
歴
任
さ
れ
た
河か
さ
い西

満み
つ
ま
さ正
さ
ん
の
お
二
人
に
黒
澤
薫
団
長
よ
り
記

念
品
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
、
益
々

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

8

記
念
品
引
き
渡
し
式

記念品が引き渡された依田昇さん（写真前段右から 2 番目）、
河西満正さん（写真前段右から 3 番目）

9
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NAGAWA

�
・
・
・
お
問
い
合
わ
せ
先

4 月 11 日に和田小学校できのこのコ
マ打ち・しいたけの収穫体験が行われ
ました。今年は豊作で袋がいっぱいに
なるくらい収穫が出来ました。

〈広告欄〉 〈広告欄〉

町
民
福
祉
課

町
民
福
祉
課

　

今
年
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫

婦
（
昭
和
48
年
中
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ

た
ご
夫
婦
）
に
お
祝
い
と
し
て
記
念
写
真

の
撮
影
を
し
、
そ
の
写
真
を
贈
呈
致
し
ま

す
。

　

記
念
写
真
の
撮
影
を
希
望
さ
れ
る
ご

夫
婦
は
、
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
、
ま

た
は
役
場
・
各
支
所
に
申
込
書
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
込
期
間
は
、
5
月
8
日
（
月
）
〜

31
日
（
水
）
で
す
。

　
な
お
、
写
真
撮
影
の
日
程
等
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
ご
夫

婦
に
後
日
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

�
町
民
福
祉
課　
福
祉
係　

　
　
☎
75
・
２
０
７
４

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
へ

◆
元
気
ア
ッ
プ
教
室　

　
体
操
教
室
（
65
歳
以
上
の
方
）　

■
内　
容

　
理
学
療
法
士
に
よ
る
体
操
教
室

　
座
っ
て
行
う
体
操
が
主
で
す
。

■
日
程
・
会
場

○
５
月
17
日
（
水
）
大
門
地
区

　
大
門
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

○
5
月
18
日
（
木
）
古
町
地
区

　
古
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
５
月
24
日
（
水
）
和
田
地
区

　
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◯
５
月
25
日
（
木
）
長
久
保
地
区

　
町
民
セ
ン
タ
ー
集
会
ホ
ー
ル

■
時　
間　
14
時
～
15
時

■
参
加
費　
無　
料

＊
会
場
ま
で
の
送
迎
も
あ
り
ま
す
。　

　
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

�
町
民
福
祉
課　
高
齢
者
支
援
係　

　
　
☎
75
・
２
０
４
６

◆
は
つ
ら
つ
運
動
教
室（

40
歳
以
上
の
方
）

■
内　
容

　
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
体
操
教
室

■
日
程
・
会
場

○
５
月 

9
日
（
火
）

　
長
門
町
民
セ
ン
タ
ー　
集
会
ホ
ー
ル

○
５
月
23
日
（
火
）

　
長
門
町
民
セ
ン
タ
ー　
集
会
ホ
ー
ル

■
時　
間　
13
時
30
分
～
15
時

■
参
加
費　
無
料

＊
教
室
終
了
後
、
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
グ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
お
願
い
し   

ま
す
。

�
長
和
町
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
☎
88
・
３
０
６
９

「
介
護
予
防
教
室
」
を

開
催
し
ま
す

「
あ
っ
た
カ
フ
ェ
」
を

開
催
し
ま
す

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
の

方
、
誰
も
が
気
軽
に
交
流
を
楽
し
め
る

集
い
の
場
で
す
。
専
門
職
も
参
加
し
て

お
り
、
介
護
等
の
心
配
ご
と
の
相
談
も

で
き
ま
す
。

■
日　
時　
５
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

■
場　
所　
役
場　
１
階
町
民
ホ
ー
ル

�
町
民
福
祉
課　
高
齢
者
支
援
係　

　
　
☎
75
・
２
０
４
６

５月運動番組放送時間

  7 時 30 分～
　

タオルストレッチ体操（15 分間）
腰まわりの体操（14 分間）

  8 時 00 分〜　 膝まわりの体操（16 分間）
11 時 30 分〜　 テレビで元気アップ教室（令和

３年度夏）（30 分間）
15 時 30 分～　 骨粗鬆症予防の体操（11分間）
16 時 00 分～ 『ながわおたっしゃサポー

ター』による体操（5 分間）

16 時 05 分～ 肩まわりの体操（14 分間）

　町ケーブルテレビ「ゆいねっと」で
毎日放送しています。テレビに合わせ
て一緒に体操しましょう。

【放送時間】

のご案内

※番組編成の都合により変更になることが
　あります。
�町民福祉課高齢者支援係　
　　☎ 75・２０４６

　

精
神
、
知
的
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
の

あ
る
満
20
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
等
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
該

当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

精
神
、
知
的
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
の

　
あ
る
満
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す

　
る
父
も
し
く
は
母

■
令
和
５
年
度
手
当
額

•
１
級
該
当
児
童
１
人
につ
き

　
月
額　
５
３
７
０
０
円

•
２
級
該
当
児
童
１
人
につ
き

　
月
額　
３
５
７
６
０
円

■
受
給
申
請

　
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で

　
す
。
申
請
が
ま
だ
の
方
は
お
早
め
に
手

　
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
請
者
や
配

　

偶
者
及
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
ま
た

　
は
対
象
児
童
の
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、

　
支
給
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
町
民
福
祉
課　
福
祉
係　

　
　
☎
75
・
２
０
７
４

特
別
児
童
扶
養
手
当

NAGAWA
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町
民
福
祉
課

町
民
福
祉
課

NAGAWA

〈広告欄〉 〈広告欄〉

「住まい快適促進助成事業」

「住まい快適促進助成事業」とは？

町内施工業者が個人住宅の
増改築等のリフォームを行う場合に、
町がその経費の一部を助成する制度です。

タツケンは《住まい快適促進助成事業》の施工業者です。申請から工事までのすべてをお任せください‼

３年延長決定！
 令和６年 3 月 31 日まで

特
別
障
害
者
手
当
及

び
障
害
児
福
祉
手
当

　
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
重
度
障
が
い
者
及
び
重
度
障
が

い
児
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
特
別
障
害
者
手
当
及
び
障
害

児
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
等
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
該

当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
精
神
、
知
的
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
障
が
い
者
又
は
障
が
い
児

※
以
下
の
場
合
は
支
給
対
象
に
は
な
り
ま

　
せ
ん
。

①
障
が
い
者
支
援
施
設
や
養
護
老
人
ホ
ー

　
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施

　
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

②
病
院
又
は
診
療
所
に
継
続
し
て
3
ヶ
月

　
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
と
き
（
介
護

　

老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療

　
施
設
、
介
護
医
療
院
も
含
ま
れ
ま
す
）

■
令
和
５
年
度
手
当
額
に
つい
て

　
特
別
障
害
者
手
当
１
人
につ
き

　
月
額　
２
７
，
９
８
０
円

　
障
害
児
福
祉
手
当
１
人
につ
き

　
月
額　
１
５
，
２
２
０
円

  

取
引
や
証
明
等
に
使
用
し
て
い
る
計
量

器
（
は
か
り
）
は
、
2
年
に
１
回
の
定
期

検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
下
記
の
日
程
で
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
検
査
手
数
料
が
当
日
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、持
ち
込
む
際
に
は
、計
量
器
（
は

か
り
）
に
付
着
し
た
粉
、
水
分
、
ほ
こ
り

等
を
落
と
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
和
田
地
区

•
会
場

　
長
和
町
役
場　
和
田
支
所

•
日
時

　
５
月
25
日
（
木
）

　
　
10
時
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時

■
古
町
・
長
久
保
・
大
門
地
区

•
会
場

　
長
和
町
役
場

•
日
時

　
５
月
26
日
（
金
）

　
10
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
15
時

�
産
業
振
興
課　
商
工
観
光
係

　
　
☎
７
５・２
０
４
７

産
業
振
興
課

産
業
振
興
課

■
受
給
申
請

　
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で

　
す
。
申
請
が
ま
だ
の
方
は
お
早
め
に
手

　
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
請
者
や
配

　

偶
者
及
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
ま
た

　
は
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
支
給
に
な

　
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
町
民
福
祉
課　
福
祉
係　

　
　
☎
７
５・２
０
７
４

　
足
腰
の
衰
え
か
ら
生
活
に
不
安
を
感
じ

る
方
に
お
勧
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
４
ヶ
月
間
、
週
１
回
通
って
、
リハ
ビ
リ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
、「
少
し
前
の
自

分
に
戻
る
」
を
目
指
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
65
歳
以
上
で
要
支
援
１
、
要
支
援
２
の

　
方

②
チ
ェック
リ
ス
ト
で
該
当
さ
れ
た
方

■
場
所

　
老
人
保
健
施
設
い
こ
い

　
※
送
迎
も
あ
り
ま
す

■
料
金

　
１
回
５
０
０
円

�
町
民
福
祉
課　
高
齢
者
支
援
係

　
　

☎
75
・
２
０
７
４

短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
案
内

計
量
器
（
は
か
り
）
定

期
検
査
の
お
知
ら
せ

マイナンバーカード申請・交付窓口のご案内
　マイナンバーカード申請・交付窓口につきまして、下記のとおり対応しています。
　申請のお手伝いもしていますので、お気軽にお問い合わせください。
　
　◇対応時間
　　■平日開設時間
　　　９時～ 17 時 15 分
　　■時間延長日（毎週木曜日）
　　　９時～ 19 時
　　■休日開設日（第 2 土曜日）
　　　９時～正午
　　
　◇交付場所　　　役場 町民福祉課 窓口係（１番窓口）

マイナポイントをもらうために必要なこと

マイナンバー PR キャラクター
マイナちゃん

ポイント申込期限が近付くと窓口が混み合う可能性があります。
マイナンバーカードは、お早めに受け取りをお願いします！

①２０１５年～２０２３年２月２８日までに申請したマイナンバーカードが必要です。
②ポイントを貰うための決済サービスが必要です。
　例）nanaco カード、WAON カード、suica、PayPay、d 払い、auPAY、など
③２０２３年９月末までにポイントの申し込みが完了していることが必要です。
Q．ポイントの申し込みはどうやるの？
A．自分のスマホからできます。または役場１番窓口でもお手伝いしています。
　 スマホから申し込む方は、下記アプリをダウンロードしてください。
※郵便局・セブン銀行 ATM・ローソンマルチコピー機・携帯ショップなどでも
　申し込みが可能です。
　詳しくは各店舗へお問い合わせください。

マイナポイント
アプリ

マイナポータル

5月

　�　町民福祉課　窓口係　☎ 75-2073

日 月 火 水 木 金 土

30 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2 3
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〈広告欄〉

総

務

課

総

務

課

精
神
障
が
い

知
的
障
が
い

項　
目

肝
臓
機
能
障
が
い

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
障
が
い

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う

又
は
直
腸
・
小
腸
の
機
能
障
が
い

乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行

性
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機

能
障
が
い

体
幹
不
自
由

下
肢
不
自
由

上
肢
不
自
由

音
声
機
能
障
が
い

平
衡
機
能
障
が
い

聴
覚
障
が
い

視
覚
障
が
い

移
動
機
能

上
肢
機
能

１
級
総
合
判
定
Ａ

１
級 

２
級 

３
級

１
級 

２
級 

３
級

１
級 

３
級

１
級 

２
級 

３
級 

４
級 

５
級 

６
級

１
級 

２
級

１
級 

２
級 

３
級 

５
級

１
級 

２
級 

３
級 

４
級 

５
級 

６
級

１
級 

２
級

３
級
（
喉
頭
摘
出

に
よ
る
音
声
機
能

障
が
い
が
あ
る
場

合
に
限
る
。）

３
級
２
級 

３
級

１
級 

２
級 

３
級 

４
級

障
が
い
者
ご
本
人

が
運
転
す
る
場
合

障
が
い
等
級

１
級
総
合
判
定
Ａ

１
級 

２
級 

３
級

１
級 

２
級 

３
級

１
級 

３
級

１
級 

２
級 

３
級

１
級 

２
級

１
級 

２
級 

３
級

１
級 

２
級 

３
級

１
級 

２
級 ―

３
級
２
級 

３
級

１
級 

２
級 

３
級 

４
級

障
が
い
者
ご
本
人

以
外
の
方
が
運
転

す
る
場
合

３
障
が
い
等
級
要
件

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
又
は

　
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
左
表
の
等
級
に
該
当
す
る
方
）

■
減
免
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
必
要
な
書
類
等

①
減
免
申
請
書

　
（
役
場
税
務
係
に
用
紙
あ
り
ま
す
。）

②
障
害
者
手
帳
（
原
本
）

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
戦
傷

　
病
者
手
帳
）

③
自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）

　
（
コ
ピ
ー
可
。
コ
ピ
ー
の
場
合
は
提
出

　
を
お
願
い
し
ま
す
。）

④
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証
又
は
両

　
面
の
コ
ピ
ー

　
（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
提
出
を
お
願
い
し

　
ま
す
。）

⑤
同
一
生
計
証
明
書
（
前
記
「
１
使
用

　
要
件
」
で
②
ま
た
は
「
２
所
有
要
件
」

　
で
②
に
該
当
す
る
場
合
）

⑥
身
体
障
が
い
者
等
の
み
で
構
成
さ
れ

　

る
世
帯
の
身
体
障
が
い
者
及
び
日
常

　
的
介
護
者
の
証
明
書

　
（
障
が
い
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

　
の
障
が
い
者
を
日
常
的
に
介
護
さ
れ

　
る
方
が
運
転
す
る
場
合
）

　

注
：
⑤
⑥
は
、
証
明
を
受
け
た
も
の

　
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⑦
納
税
後
の
申
請
で
還
付
が
生
じ
る　

　

場
合
は
、
納
税
義
務
者
ご
本
人
の
口

　
座
振
込
先
の
確
認
で
き
る
も
の

⑧
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
に
係

　
る
書
類

　
次
の
事
項
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合

　
に
は
、減
免
申
請
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
（
個
人
番
号
）
を
記
載
し
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

・
障
が
い
の
種
類
が
身
体
障
が
い
、　

　
精
神
障
が
い
で
あ
る
こ
と

　
《
必
要
な
書
類
》

■
納
税
義
務
者
本
人
が
申
請
す
る
場
合

・
納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
、
通
知
カ
ー
ド

※
又
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

　
住
民
票
の
写
し

■
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

①
納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
、
通
知
カ
ー
ド　

※
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ

　
れ
た
住
民
票
等
又
は
そ
れ
ら
の
写
し

②
代
理
権
を
証
明
す
る
書
類

　
（
委
任
状
等
）

③
代
理
人
の
身
元
が
確
認
で
き
る
書
類

　
（
運
転
免
許
証
等
）

※
通
知
カ
ー
ド
は
、
氏
名
、
住
所
等
の

　
記
載
事
項
に
変
更
が
な
い
場
合
又
は

　
正
し
く
変
更
手
続
き
が
取
ら
れ
て
い

　
る
場
合
に
限
り
ま
す

■
申
請
期
限

　
　
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

�
総
務
課
税
務
係　

　
　
☎
75
・
２
０
６
３

　

行
政
相
談
は
、
皆
様
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
、
公
正
・
中
立
の
立
場
か
ら
、

国
や
市
町
村
な
ど
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
、
意
見
、
要
望
を
受
け
付
け
、
そ
の
解

決
や
実
現
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、年
金
、

医
療
保
険
、
雇
用
、
道
路
、
社
会
福
祉
、

交
通
機
関
な
ど
、
幅
広
い
相
談
を
行
って

お
り
ま
す
。
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
長
和
町
行
政
相
談
委
員

　
山
浦　
純
一
さ
ん
（
大
門
上
ノ
四
区
）

　　
小
林　
文
江
さ
ん
（
和
田
大
出
区
）

�
総
務
課
総
務
係　

　
　
☎
75
・
２
０
４
０　

総
務
大
臣
か
ら
長
和

町
行
政
相
談
員
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
申
請
を
受
付
け

て
い
ま
す

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
又
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次
の
１
〜
３

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申

請
に
基
づ
き
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

１
使
用
要
件

　
（
次
の
い
ず
れ
か
の
用
途
で
使
用
す

　
る
こ
と
）

①
障
が
い
の
あ
る
方
ご
本
人
が
運
転
す

　
る
こ
と

②
障
が
い
の
あ
る
方
の
通
院･

通
学･ 

　
通
勤
な
ど
の
送
迎
や
日
常
生
活
に
お

　
け
る
外
出
の
た
め
、
生
計
を
一
に
す

　
る
方
が
運
転
す
る
こ
と

③
障
が
い
の
あ
る
方
の
み
で
構
成
さ
れ

　
る
世
帯
の
場
合
で
、
障
が
い
の
あ
る

　
方
の
通
院
・
通
学
・
通
勤
な
ど
の
送

　
迎
や
日
常
生
活
に
お
け
る
外
出
の
た

　
め
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
日
常
的
に

　
介
護
す
る
方
が
運
転
す
る
こ
と

※
障
が
い
の
あ
る
方
が
入
院
や
施
設
に

　
入
所
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
障
が
い
の

　
あ
る
方
の
た
め
に
自
動
車
を
使
用
し

　
て
い
な
い
場
合
は
、
減
免
の
対
象
に

　
な
り
ま
せ
ん
。

２
所
有
要
件

　
（
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
所
有
す
る

　
自
動
車
で
あ
る
こ
と
）

①
障
が
い
の
あ
る
方

②
障
が
い
の
あ
る
方
と
生
計
を
一
に
す

　
る
方

※
「
生
計
を
一
に
す
る
方
」
と
は
、
身

　
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
18
歳
未
満

　
で
「
１
使
用
要
件
」
②
に
該
当
す
る

　
場
合
、
ま
た
は
知
的
又
は
精
神
の
障

　

が
い
の
あ
る
方
で
「
１
使
用
要
件
」

　
①
、②
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

注
１　
所
有
者
（
所
有
権
留
保
付
き
自

　
　
　

動
車
の
場
合
は
、
使
用
者
）　

　
　
　
が
納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る

　
　
　
必
要
が
あ
り
ま
す
。

注
２　
減
免
台
数
は
、
障
が
い
者1

人

　
　
　

に
つ
き
自
家
用
の
軽
自
動
車1

　
　
　
台
に
限
り
ま
す
。



日 月 火 水 木 金 土
30 1 2 3 4 5 6長門興業 山常 小山産業 芳沢住宅設備 羽田組 信越工業 ＳＴＫ興業

保健センター開放日

令和 5 年 長和町消防団辞令伝達式 まちのわだい （再）令和 4年度
依田窪南部中学校卒業式

（再）令和 4 年度
和田小学校卒業式

（再）令和 4 年度
長門小学校卒業式

（再）令和 4 年度
和田保育園卒園式

7 8 9 10 11 12 13清水設備 長門興業 山常 小山産業 芳沢住宅設備 羽田組 信越工業

保健センター開放日 1歳 6ヶ月児・3歳児検診
（再）令和 4 年度

ながと保育園卒園式
（再）令和 4 年度

長門小卒業生 6 年間の思い出
（再）令和 4 年度

和田小卒業生 6 年間の思い出
（再）令和 4 年度

和田保育園卒園児 3 年間の思い出
（再）令和 4 年度

ながと保育園卒園児 3 年間の思い出
（再）令和 4 年度

依田窪南部中学校３年生を送る会
　令和 4 年度

長野県丸子修学館高等学校卒業式

14 15 16 17 18 19 20ＳＴＫ興業 清水設備 長門興業 山常 小山産業 芳沢住宅設備 羽田組

保健センター開放日 子育て相談 幼児健康相談
（再）令和 4 年度

和田小学校 6 年生を送る会
（再）令和 4 年度

長門小学校 6 年生を送る会
（再）令和５年度

ながと保育園入園式
（再）令和５年度
和田小学校入学式

（再）令和５年度
長門小学校入学式

（再）令和５年度
依田窪南部中学校入学式 和田小学校１年生を迎える会

21 22 23 24 25 26信越工業 ＳＴＫ興業 清水設備 長門興業 山常 小山産業 芳沢住宅設備

保健センター開放日

長門小学校１年生を迎える会 まちのわだい

28 29 30 31 1 2 3羽田組 信越工業 ＳＴＫ興業 清水設備 長門興業 山常 小山産業

保健センター開放日

長門小学校６年生黒耀石学習 まちのわだい （再）令和５年度
長和町消防団辞令伝達式 長和町議会６月定例会 _開会 （再）和田小学校１年生を迎える会

4 5 6 7 8 9 10芳沢住宅設備 羽田組 信越工業 ＳＴＫ興業 清水設備 長門興業 山常

保健センター開放日 育児学級（前期） 2歳児歯科検診

（再）長門小学校１年生を迎える会

　　  今月の納税など
5 月 31 日（水）
　軽自動車税　              １期分
　保育料                     5 月分
  テレビ施設使用料　　5 月分
　町営住宅家賃  　　　   5 月分
　入所負担金　　　        4 月分
　配食サービス等利用料  4 月分
　水道使用料 　　　3・4 月分

　
5 月２５日（木）
　介護保険料　　　     ２期分

▼口座振替不能分の再振替▼  
5 月 18 日（木）
　固定資産税　           1 期分
　保育料　　　  　    　  4 月分
　町営住宅家賃  　　　　  4 月分
　入所負担金  　　　　     3 月分
　配食サービス等利用料     ３月分

※期限内納税にご協力ください。口座振
替の方は前日までに預金残高をご確認
ください。また、町税などについて納め
忘れのある方は、至急お納めください。

暮らしのカレンダー

長久保
和 田

長久保
和 田

長久保
和 田

長久保
和 田

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道 水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

ゆいねっと番組表

� 長和町情報館 ☎ 68-2000

特集ながわ
  8:30 〜、12:30 〜
17:00 〜、21:00 〜

町のわだい
  8:30 〜、10:00 〜
12:30 〜、17:00 〜
19:00 〜、21:00 〜

生 中 継
そ の 他 適宜お知らせします

※ 都合により番組の内容を変更   
    することがあります。

税

町 内
全 域税

May

母子保健ガイド
事 業 名 対 象 場　所 時　間 内　容

両親学級 妊婦とその夫

保健福祉
総合センター

  9:30 〜 出産・子育ての準備
育児学級（前期） 3 〜 5 ヶ月児   9:30 〜 離乳食講習会、股関節診察
育児学級（中期） 7 〜 8 ヶ月児   9:40 〜 離乳食講習会
乳児健診 4・7・10 ヶ月児 13:00 〜 子どもの成長発達を確認
幼児健康相談 1.0 〜 1.3 歳児   9:30 〜 お誕生健診
1.6 歳児健診 1.6 〜 1.8 歳児 13:00 〜 子どもの成長発達を確認
3 歳児健診 3.0 〜 3.2 歳児 12:30 〜 子どもの成長発達を確認
2 歳児歯科健診 2.0 〜 2.2、2.6 〜 2.8 歳児   9:30 〜 虫歯予防健診
保健センター開放日 妊婦・乳幼児 9:30 〜 11:30 身長・体重測定・育児相談等
子育て相談 未就園児・在園児 9:00 〜 16:00 ことばの相談、発達についての相談（予約制）

� こども・健康推進課 健康づくり係　
　　☎ 68-3494（係直通）

水道

水道

大 門
古 町

大 門
古 町

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

水道

大 門
古 町

長和町一般廃棄物
　処理場について

● 開場日
　 毎週火 ･ 土・日曜日

● 開場時間
　 午前 8 時 30 分

　　　〜 午後 4 時

● 処理場連絡先
　 ☎ 68-4120

● 注意事項
　入場時には、「一般廃棄
物処理場利用券」を職員
に提示してください。

美

� 町民福祉課
　 　　生活環境係

☎ 68-3111（代表 )　
☎ 75-2081（係直通）

処 理 場 持 込
可 能 日

生 ご み

ビ ン・ カ ン
危 険 ご み 等

可 燃 ご み

プラスチック 類 
ペ ット ボト ル
発泡ｽﾁﾛｰﾙ類等
新 聞 ･  古 布 
ダンボール等

美化センター
展示物販売日

工 事 店 名 電　話　番　号
（有）信越工業 68 ー 2666
（株）ＳＴＫ興業 68 ー 4354
（有）清水設備 68 ー 3050
（有）長門興業 68 ー 2517
（株）山常 090 − 1423 － 0246
（株）小山産業 88 ー 2045
芳沢住宅設備 88 ー 2033

（株）羽田組
88 ー 2012

（夜間）090 − 2474 ー 2254

水道緊急当番店 � 建設水道課 上下水道係
☎ 75-2090（係直通）水道

町 内
全 域

55月月
美 大 門

古 町

税

町 内
全 域

大 門
古 町

税

税

27
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NAGAWA

NAGAWA

〈広告欄〉

総合建設業　不動産業　建築設計事務所
土地探しから建築まで

株式会社モリケン
TEL 0268-68-2225(代) FAX 0268-68-2196

[URL]http://www.moriken-motto.com [E-mail]mail-info@moriken-motto.com

◎建築 不動産 無料相談開設中 M-ONE HOME
エムワン・ホーム建　築　ー　新築・増築・リフォーム・工場・事務所（RC 鉄骨 木造等）

　　　　　　尚耐震検査等も行っております。お気軽にご相談ください。
不動産　ー　土地（宅地・原野・山林・田・畑）売買仲介等
　　　　　　建物（中古住宅・アパート）売買仲介等

地震に強い家

小県郡長和町古町410-1

〈広告欄〉

お墓 Q & A　◇ 各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

Q. お墓のお手入れはどうしたらいいですか？
A. まずは墓石に水をかけてから、雑巾やスポンジを使ってホコ

リ・カビ・コケの汚れを洗い落とします。仕上げに乾いた布で
水分を拭き取ることがポイントです。

　当社では墓石クリーニングも承っております。是非ご利用下さい。

◇  霊 園 は 当 社 が 一 括 管 理 し て い ま す の で 、 見 学
　 も 自 由 で す 。 お 気 軽 に お 立 ち 寄 り く だ さ い 。

上
田
地
域

上
田
地
域

環
境
影
響
評
価
の

現
地
調
査
見
学
会

を
開
催
致
し
ま
す

建
設
水
道
課

建
設
水
道
課

三
才
山
ト
ン
ネ
ル
補

修
工
事
に
よ
る
長
期

片
側
通
行
規
制

　　
「
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
」
補
修
工
事
の

た
め
、
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ト
ン

ネ
ル
前
後
で
待
ち
時
間
が
発
生
す
る
た

め
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■
工
事
場
所

　
国
道
２
５
４
号
三
才
山
ト
ン
ネ
ル

■
工
事
期
間　

　
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
11
月
末
ま
で

■
交
通
規
制　

　
終
日
片
側
交
互
通
行
（
土
日
・
祝
日
・

　
お
盆
期
間
中
を
除
く
平
日
）

■
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

�
長
野
県
上
田
建
設
事
務
所
整
備
課
整

　
備
第
三
係

　
　
☎
０
２
６
８
・
25
・
７
１
７
０

�
建
設
水
道
課
建
設
耕
地
係

　
　
☎
75
・
２
０
４
９

　

資
源
循
環
型
施
設
整
備
事
業
に
係
る

環
境
影
響
評
価
の
現
地
調
査
見
学
会
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

　
5
月
27
日
（
土
）
10
時
か
ら
16
時

■
場
所

　
清
浄
園
（
駐
車
場
有
）

　
上
田
市
常
磐
城
２
３
２
０
番
地

■
内
容

①
調
査
の
見
学
（
上
層
気
象
等
）

　
バ
ル
ー
ン
を
飛
ば
し
て
上
空
の
気
象
観

　
測
を
行
い
ま
す
。

②
調
査
の
体
験
（
騒
音
振
動
調
査
、
鳥

　
類
調
査
）

　

調
査
で
使
用
す
る
機
器
を
使
っ
た
体  

　
験
が
で
き
ま
す
。

③
パ
ネ
ル
展
示
（
資
源
循
環
型
施
設
整

　
備
事
業
、
環
境
影
響
評
価
につい
て
）

　
詳
細
は
上
田
地
域
広
域
連
合
ホ
ー
ム　

ペー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
上
田
地
域
広
域
連
合
ご
み
処
理
広
域

　
化
推
進
室　

　
　
☎
０
２
６
８
・
71
・
７
７
０
５

花
苗
植
付
け
就
業
体
験

●
作
業
内
容　
ミ
ニ
シ
ク
ラ
メ
ン
等
花
苗

　
の
ポ
ッ
ト
植
付
け
作
業　
　
　
　
　

●
日
時
（
雨
天
決
行
）　

　
6
月
7
日
（
水
）

　
午
前
8
時
30
分
～
12
時 

●
体
験
場
所

　
有
限
会
社 

テ
ー
ルマ
ウ
ン
テ
ン
（
東
御

　
市
八
重
原
白
水
平
３
５
３
３
ー
６
９
６
）

●
対
象

　
60
歳
以
上
で
，
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
に
入
会
し
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

●
定
員　
　

　

15
名
（
お
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

　
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）　

●
持
ち
物

　

受
講
確
認
書
、
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、

　
農
作
業
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、
手
袋
、

　
帽
子

●
参
加
費　
　
無
料

●
申
し
込
み　

　
5
月
29
日
（
月
）
ま
で

　

入
会
･
作
業
希
望
の
方
は
，
電
話
ま

　

た
は
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
う
え
，
下
記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

�
上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
☎ 

０
２
６
８
・
23
・
６
０
０
２

�
ハロ
ー
ワ
ー
ク
上
田

　
　
☎ 

０
２
６
８
・
２３
・
８
６
０
９

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会

　

３
月
25
日
（
土
）
に
黒
耀
石
体
験

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
年
間
入
館
者
が

初
の
２
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
記
念
す

べ
き
２
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
の

は
、
小
諸
市
に
お
住
ま
い
の
栁
澤
亮
三

さ
ん
。
ご
夫
婦
で
来
館
さ
れ
た
柳
沢
さ

ん
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
年
間
入
館
者
は
、
学

校
団
体
と
個
人
を
合
わ
せ
て
平
均
で

１
万
６
０
０
０
人
ほ
ど
で
し
た
が
、
令

和
２
年
度
に
は
５
０
０
０
人
台
ま
で
落

ち
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
３
年

度
に
は
、
黒
耀
石
鉱
山
に
新
し
く
開
館

し
た
「
星
く
そ
館
」
が
テ
レ
ビ
番
組
や

新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
１
万
１
０
０
０
人
ま
で

回
復
し
て
い
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

も
、
昨
今
の
縄
文
ブ
ー
ム
と
共
に
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
掘
る
女　
縄

文
人
の
落
と
し
物
』を
見
て
来
ま
し
た
、

と
い
う
お
客
様
も
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
学
校
団
体
の
来
館
が
回
復
し
な
い

中
、
個
人
の
来
館
者
数
が
大
き
く
伸
び

過
去
最
高
の
集
客
数
と
な
り
ま
し
た
。

�
黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
☎
41
・
８
０
５
０

黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

年
間
入
館
者
２
万
人
達
成

上
田
税
務
署

上
田
税
務
署

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
等
の
ご
案
内

　

事
業
者
の
皆
様
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つい
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
に
向
け
て
必
要
な
準

備
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
前
予
約
制
と
な
って
お
り
ま

す
の
で
、
申
込
期
限
ま
で
に
、
お
電
話
で

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
別
途
、

登
録
要
否
相
談
会
も
開
催
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
主
な
内
容

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要

・
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
判
断

・
イ
ン
ボ
イ
ス
作
成
と
は

■
日
程

・
5
月
16
日
（
火
）　
10
時
か
ら
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
か
ら
15
時

※
申
込
期
限　
5
月
12
日
（
金
）

・
5
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　
9
時
30
分
か
ら
10
時
30
分

※
申
込
期
限　
5
月
22
日
（
月
）

・
５
月
２９
日
（
月
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
か
ら
10
時
30
分

※
申
込
期
限　
5
月
25
日
（
木
）

・
６
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
か
ら
10
時
30
分

※
申
込
期
限　
６
月
２
日
（
金
）

・
６
月
14
日
（
水
）　
10
時
か
ら
11
時

　
　
　
　
　
　
　
　
14
時
か
ら
15
時　

※
申
込
期
限　
６
月
12
日
（
月
）

・
６
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
か
ら
10
時
30
分

※
申
込
期
限　
６
月
21
日
（
水
）

■
定
員　
各
日
程
30
名

■
参
加
費　
無
料

■
場
所

　

上
田
税
務
署　

別
館
２
階
会
議
室　

　
上
田
市
中
央
西
2
丁
目
6
ー
22

※
新
型
コロ
ナ
ウ
ィル
ス
感
染
症
等
の
感
染

　

拡
大
に
よ
って
は
、
開
催
を
中
止
す
る

　

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

　
ご
了
承
く
だ
さ
い

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車

　
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

�
法
人
課
税
第
一
部
門

　
　
☎
０
２
６
８
・
２１
・
０
４
４
０

�
個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
☎
０
２
６
８
・
２１
・
０
４
３
４
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①助成金交付申請書
②住まい快適工事の見積書
③施工計画図面
④工事前の状態を撮影した写真
⑤対象となる住宅の案内図
⑥その他町長が必要と認める書類
※委任申請をする場合は、委任状を添
　付してください。

住まい快適促進助成事業住まい快適促進助成事業
令和６年３月 31日まで令和６年３月 31日まで

　町では、地域経済の活性化や町民の居住環境の向上
を図るため、町民が町内の施工業者に発注して、個人
の住宅の増改築等のリフォームを行う場合に、その一
部を助成する事業です。

【お問い合わせ先】　産業振興課 商工観光係　☎７５−２０４７

最高２０万円！

※住まい快適工事とは、住宅の機能維持又は機能向上
　のために行う修繕、補修、模様替え、改築、増築、
　設備改善等を言います。

・ 住宅の所有者で、申請する年の１月１
　日以前に町内に住宅を有する人
・ 町税等を滞納していない人

◆助成対象者
・ 現に本人又はその家族の居住の用に
　供する住宅
・ 店舗等が併存する供用住宅のうち、　
　本人又はその家族の居住の用に供す
　る部分が 30％以上
・ マンション等の集合住宅は、本人又
　はその家族の専有する部分
・  建築基準法に適合している住宅

◆助成対象住宅

・ 町内の施工業者により、住宅本体に
　係る機能維持・住環境の向上のため
　に補修、改善、改修、増築、減築等
　の工事で工事費が 10 万円を超える
　工事
・ 補助金の交付決定後に着手するもの
　で、交付決定された年度末までに工
　事が完了するものに限ります
・ 住宅に係る町の他の補助事業を受け
　る場合は対象となりません

◆助成対象工事

・ 対象工事費の 10 分の２以内
　ただし、20 万円を限度とし、千円
　未満は切り捨て
・ 本事業の助成は同一の住宅について
　一回限り

◆助成金額

助成申請に必要な書類 ◆交付決定前の工事着工は
助成対象になりません。必
ず、交付決定通知が届いて
から工事を始めてください。
◆商工会が発行している「長
和の里地域いきいき券」で
の支払いはできません。

◆町では、電話や訪問によるリフォームや耐震
診断などの委託・勧誘等は一切行っていません。

注意

信
州
大
学
医
学
部
健
康
推
進
講
座        

長
和
町
で
は
、
町
民
皆
様
の
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
、
令
和
3
年
6
月
よ
り
20

歳
以
上
の
全
町
民
の
方
を
対
象
に
町
民
ド
ッ
ク

や
依
田
窪
病
院
外
来
受
診
時
の
血
液
検
査
の

残
り
を
用
い
て
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
肝
硬
変

の
有
無
を
調
べ
る
検
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

検
査
費
用
は
無
料
で
す
（
検
査
結
果
に
よ
り

受
診
す
る
場
合
は
健
康
保
険
で
の
診
療
に
な

り
ま
す
。）。
こ
れ
ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
う
町
民
ド
ッ
ク
と
依
田
窪
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
で
の
健
診
、
依
田
窪
病
院
へ
定
期
受
診

を
さ
れ
て
い
る
方
２
３
４
４
人
（
令
和
5
年
4

月
7
日
現
在
）
に
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
今
ま
で
検
査
を
受
け
て
い
な
い

町
民
の
皆
様
向
け
の
案
内
状
に
つ
い
て
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
6
月
以
降
、
依
田
窪
病
院
外
来

も
し
く
は
町
民
ド
ッ
ク
で
血
液
検
査
を
行
っ
て

い
な
い
方
、
も
し
く
は
２
０
２
３
年
度
に
町
民

ド
ッ
ク
の
受
診
の
予
定
が
な
い
町
民
の
方
に
、

４
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
順
次
、
肝
炎
検
査
の

ご
案
内
通
知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
休
日

に
検
査
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
受
検
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　
ご
案
内
通
知
が
届
い
た
方
は
、
ご
一
読
い
た

だ
き
同
封
の
検
査
希
望
票（
図
１
）を
記
載
後
、

お
手
数
で
す
が
案
内
状
の
記
載
の
期
日
ま
で

に
投
函
を
お
願
い
し
ま
す
（
今
ま
で
通
り
電

話
で
の
予
約
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
記

載
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。
検
査

を
受
け
て
い
な
い
が
、
案
内
が
届
か
な
い
場
合
、

検
査
を
受
け
た
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど

は
、
こ
ど
も
・
健
康
推
進
課
、
健
康
づ
く
り
係

（
電
話
68
・３
４
９
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
い
わ
れ
肝
臓
の

病
気
に
か
か
っ
て
い
て
も
無
症
状
な
こ
と
が
多

く
、
か
な
り
進
行
す
る
ま
で
は
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
通
常
の
健
診
で
は
肝

炎
検
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
御
自
身
の
健

康
確
認
の
た
め
に
も
、
一
度
検
査
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
本

検
査
の
結
果
の
う
ち
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
検

査
結
果
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ご
自
身
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
6
月
以
降
、
町
民
ド
ッ
ク
を
受

け
ら
れ
た
方
ま
た
は
外
来
で
肝
炎
検
査
を
受

け
ら
れ
た
方
に
は
報
告
書
（
広
報
な
が
わ
2

月
号
参
照
）
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で

今
一
度
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
万
が
一
、

届
い
て
い
な
い
場
合
は
こ
ど
も
・
健
康
推
進
課
、

健
康
づ
く
り
係
（
電
話
６
８・３
４
９
４
）
ま

文
責

国
保
依
田
窪
病
院　
副
院
長
兼　

信
州
大
学
医
学
部
健
康
推
進
学
講
座　
特
任
教
授　
城
下
智

信
州
大
学
医
学
部
健
康
推
進
学
講
座 

助
教 

小
林
浩
幸

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
町
の
健
診
で
肝

臓
の
数
値
が
高
く
て
受
診
を
勧
め
ら
れ
て
い

る
方
、
肝
炎
検
査
報
告
書
で
「
あ
な
た
の
結

果
」
の
欄
に
（
＋
）
の
項
目
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
方
で
、
今
ま
で
肝
臓
に
つ
い
て
詳
し
く
調

べ
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
肝
臓
外
来
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。

�
こ
ど
も
・
健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係

　

☎
68
・
３
４
９
４

に広告を掲載しませんか。
NAGAWANAGAWA

NAGAWA

　有料広告の掲載は、町の新たな財源を確保し、住民サービスの向上および活力ある
地域社会の実現を目的としております。連続して 12 ヶ月、広報ながわに広告を掲載
していただける場合は「広告掲載料の割引」ができます。
　詳細につきましては、長和町役場情報広報課までお気軽にお問い合わせください。

よこ　175 ｍｍ

た
て　
50
ｍ
ｍ

● お問い合わせ先　長和町役場情報広報課　☎ 0268-75-2043
　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail　koho@town.nagawa.nagano.jp

図 1
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●広報ながわの俳句・川柳・短歌の投稿締切は、毎月15 日です。
　（15 日が閉庁日の場合、翌開庁日が提出期限日）
　翌月号に掲載します。一人一首、未発表のものを提出してください。
　提出先は、長和町役場 情報広報係（長和町古町４２４７番地１、
☎ 75・２０４３、ＦＡＸ 68・４１３９）までご投稿ください。
　また投稿の際には、必ず氏名・住所・電話番号の明記をお願いいた
します。
　なお、投稿いただいた俳句・短歌・川柳は原文のまま掲載しています
のでご承知おきください。

健け
ん
こ
う
ほ
う

康
法
教お

し

え
た
友
が
先
に
逝い

く

櫻
井　

康
玖

松
に
雨
老
い
て
色
増
す
芸
の
道

山
口　

か
ね
子

故ふ
る
さ
と里

を
離
れ
て
す
で
に
七
十
年
記
憶
に
残
る
は
清
き
山や

ま
か
わ川

慈
眼
院　

弘
道

夕ゆ
う

ざ
く
ら
見
む
と
て
ひ
と
り
花
の
下
会
へ
て
嬉
し
や
・
あ
あ
・
桜
ば
な

丸
山　

純
子

字む
ら
う
ち内

に
続
く
念
仏
絶
や
さ
じ
と
お
堂
で
唱
う
被
岸
念
仏

逸
見　

い
つ
子

整
理
す
る
箪た

ん
す笥

の
中
に
ほ
ん
の
り
と
か
お
る
亡
き
娘
の
花
の
ブ
ラ
ウ
ス

羽
毛
田　

栄

春は
る
び日
よ
り
桜
の
花
が
満
開
に
山
の
一
面
豪ご

う
か華
に
咲
い
て

竜
野　

桂
子

温
和
に
て
良
き
友
な
り
し
「
伊
東
か
な
め
さ
ん
」
桜
花
と
と
も
に
散
り
て
逝
き
た
り

宮
下　

と
み

温
暖
化
桜
こ
ぶ
し
水
仙
と
過
疎
の
山
里
花
で
賑
わ
う

宮
下　

ふ
み
子

応
援
を
力
に
か
へ
て
世
界
一
団
結
力
の
侍
ジ
ャ
パ
ン　

龍
野　

つ
る
子

　

な
が
わ
歌
壇

あ
ち
こ
ち
に
昨き

の
う日
の
疲
れ
春
作
業

排
爺

川
面
う
め
静
か
に
流
る
花
い
か
だ

慈
眼
院　

弘
道

訂
正

　
令
和
5
年
４
月
号
で
坂
田
貞
雄
様
が
投
稿
さ
れ
た
短
歌
に
つ
い
て
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
左
記
の
と
お
り
修
正
し
ま
す
。

正
　
長
が
き
日
を
く
り
返
し
て
き
て
と
も
に
老
ゆ　
　

長和町社会福祉協議会　  ☎ 88 − 3069
支え合いサポート事業　  ☎ 88 − 3

サ ポ ー ト

810

相
談
日
の
お
知
ら
せ

◆ 

心
配
ご
と
相
談
日

期
日　

5
月
17
日
（
水
）

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

和
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　

※
弁
護
士
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
午
前
10
時
〜
正
午
）

◆ 

結
婚
相
談
日

期
日　

５
月
21
日
（
日
）

時
間　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所　

長
門
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
「
心
配
ご
と
」・「
結
婚
相
談
」
は
相
談

日
以
外
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
（
土
日
祭
日
を
除
く
）。

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ

「
桜
＆
Ｊ
Ｒ
小
海
線
の

旅
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た

　
例
年
よ
り
早
い
開
花
で
し
た
が
、
当

日
は
見
事
な
満
開
の
桜
に
出
会
う
こ
と

が
出
来
、
青
空
と
桜
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
、
心
癒
さ
れ
る
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
桜
見
学
の
後
は
、
道
の
駅
で
持
参
の

昼
食
を
と
り
、
帰
路
は
JR
小
淵
沢
駅
～

小
諸
駅
ま
で
2
時
間
16
分
の
列
車
の

旅
。
初
め
て
の
小
海
線
乗
車
の
方
や
久

し
ぶ
り
に
乗
っ
た
と
い
う
方
も
、
車
窓

か
ら
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
会
話
も

弾
み
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
、

旅
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
年
度

も
奉
仕
活
動
を
含
め
、
様
々
な
事
業
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
通
知
が

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
際
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
あ
ゆ
み
会
」
新
規

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
長
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福

祉
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
「
あ
ゆ
み
会
」
の
新
規
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
と
も
し
び
」

　
で
の
洗
濯
物
た
た
み
除
草
作
業

・「
長
門
ふ
れ
あ
い
館
」
で
実
施
し
て

　
い
る
長
門
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
子
ど
も

　
と
の
交
流

・
会
員
研
修
旅
行
な
ど
も
計
画
し
て
い

　
ま
す
。

　
入
会
金
は
３
０
０
円
で
、
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
長
和
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
電
話
88
・
３
０
６
９
ま
で
お
問
合

せ
下
さ
い
。

　
長
和
町
社
協
で
は
今
年
度
か
ら
、
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
本
格
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
４
月
に
は
実
際
に
支
援
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
く
生
活
支
援
員
さ
ん
に
長
久
保

の
瀬
戸
口
明
子
さ
ん
と
羽
毛
田
美
智
子

さ
ん
の
二
人
を
お
願
い
し
、
委
嘱
状
を

交
付
し
ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
以
前
は
上
田
市
の
生
活

支
援
員
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
た

い
へ
ん
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 生

活
支
援
員
さ
ん
が

新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま

し
た

瀬戸口 明子さん（写真右）羽毛田 美智子さん（写真右）

長

野

県

長

野

県

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄

電
池
」
の
共
同
購
入 

参
加
者
募
集
中

　
４
月
14
日
よ
り
、
長
野
県
で
は
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
を
み
ん
な
で
お
ト
ク

に
購
入
す
る
共
同
購
入
の
参
加
者
の
募
集

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
お
う
ち
に
太
陽
光
」
は
多

く
の
人
が
一
緒
に
安
心
し
て
「
太
陽
光
パ

ネ
ル
」
や
「
蓄
電
池
」
を
購
入
、
設
置
で

き
る
共
同
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
さ

ら
に
電
気
代
の
削
減
が
期
待
で
き
、
災
害

時
の
電
気
の
確
保
に
も
役
立
ち
ま
す
。

お
う
ち
で
で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！
こ
の
機
会

に
お
ト
ク
に
購
入
し
ま
せ
ん
か
？

　
■
参
加
登
録
期
間

　
４
月
14
日
（
金
）
～
９
月
５
日
（
火
）

�
長
野
み
ん
な
の
お
う
ち
に
太
陽
光
事
務
局

　
　
☎
０
１
２
０・６
９
８・３
０
０

　
受
付
時
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
10
時
か
ら
18
時（
土・日・祝
日
を
除
く
）

　

■
登
録
か
ら
購
入
判
断
ま
で
の
流
れ

■
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ　

　
コ
ー
ド
よ
り
参
照
）

　
快
晴
の
3
月
30
日
、
山
梨
県
北
杜
市

実
相
寺
境
内
に
あ
る
、
樹
齢
２
０
０
０

年
と
も
い
わ
れ
る
山
高
神
代
桜
（
エ
ド

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
）
の
見
学
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

山
梨
県
北
杜
市　
山
高
神
代
桜
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★図書検索アドレス★　　https://www.echol.gr.jp https://www.echol.gr.jp　　★図書検索アドレス★

５月の
図書館休館日

５／１( 月：整理 )　３～５( 水～金：祝日 )　７( 日 )　１４( 日 )　２１( 日 )　２８( 日 )　
３１（水：整理）　６／４( 日 )

✿✿お花見✿✿（和田児童クラブ） 「音の実験」（長門児童クラブ）

　　入学・進級おめでとうございます。ピカピカの大
きなランドセルをしょって、元気よく「ただいま！」
と入館してくる一年生。ひと学年進級して、誇らしげ
に「ただいま！」と入館してくる上級生。
　児童クラブも、また賑やかになりました。今日はお
隣のグループホームの枝垂れ桜の下でおやつを食べ
てのお花見です。かくれんぼや鬼ごっこも楽しみま
した。

　3 月 28 日（火）斎藤照恵さんによる「音はどうやっ
て聞こえてくるの？」の実験を行いました。実験は料
理用のボウルにしっかりとビニールを張り被せ、その
上に均等に塩をふりかけます。そこに向かって子ども
達は、「あー」と大声を出します。そうすると塩が声
の振動で動き始め、波のような模様ができました。参
加した 24 人の子ども達は、自分の声の模様を初めて
見たり、4 人つなぎの糸電話で話したりして、とても
喜んでいました。

長
門
児
童
ク
ラ
ブ 

行
事
予
定

●
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び
（
1
日
）　

●
花
壇
の
お
手
入
れ
（
８
日
）

●
読
み
聞
か
せ
（
16
日
）

●
一
輪
車
認
定
（
18
日
）

●
お
花
の
種
ま
き
（
23
日
）　　
　
　

●
「
あ
ゆ
み
会
」
と
の
交
流
（
予
定
）

和
田
児
童
ク
ラ
ブ 

行
事
予
定

★
花
の
種
ま
き

★
野
菜
の
苗
植
え

★
読
み
聞
か
せ

★
雨
の
日
の
制
作

児童クラブ通信児童クラブ通信

今
月
の
こ
の
本
ど
う
？

テ
ー
マ
　

　
『
旅
す
る
理
由
』

　　
松
尾
芭
蕉
の
旅
の
一
歩
目
は
１
６
８
９

年
の
5
月
16
日
で
し
た
。
江
戸
の
深
川
か

ら
、
東
北
を
経
由
し
て
岐
阜
の
大
垣
ま
で

の
約
２
４
０
０
ｋ
ｍ
・徒
歩
で
の
旅
が『
お

く
の
ほ
そ
道
』
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

見
る
景
色
と
対
峙
し
た
と
き
に
沸
き
立
つ

感
情
こ
そ
が
、
旅
す
る
理
由
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
5
月
16
日
は
旅
の
日
。
旅
の

一
歩
目
の
た
め
の
本
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
見
る
だ
け
で
も
旅
気
分
が
楽
し
め
ま

す
。

書
　
名

著
　
者

出 

版

内
　
容
　
紹
　
介

写
真
で
読
み
解
く

お
く
の
ほ
そ
道
大
辞
典

あ
か
ね

書

房
　

旅
の
日
制
定
理
由
に
な
っ
た
、
松
尾

芭
蕉
の
紀
行
文『
お
く
の
ほ
そ
道
』を
写

真
と
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
。
す
べ
て
の
俳

句
に
意
味
と
季
語
の
解
説
を
つ
け
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
古
文
を
音
読
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

地
理
マ
ニ
ア
が
教
え

る
旅
と
町
あ
る
き
の

楽
し
み
方

作
田　
龍
昭

ベ
レ
出
版

　
「
地
理
や
ま
ち
歩
き
に
関
心
が
あ
る

け
れ
ど
、
ど
ん
な
風
に
楽
し
ん
だ
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
に
向
け

て
、
散
歩
や
旅
、
読
書
、
仲
間
と
の
活

動
を
、
地
理
の
視
点
で
楽
し
む
た
め
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
す
る
。

地
球
の
歩
き
方

　
今
こ
そ
学
び
た
い

　
　
日
本
の
こ
と

蜂は
ち
や谷　
翔し
ょ
う
と音

学

研

プ
ラ
ス

　

訪
日
外
国
人
を
案
内
し
た
現
役
ガ
イ

ド
の
プ
ロ
が
、日
本
人
に
伝
え
た
い
日
本

の
魅
力
を
紹
介
。
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
と

い
っ
た
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
カ
ル
チ
ャ
ー
、日

本
食
や
職
文
化
な
ど
を
解
説
。お
す
す
め

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
も
掲
載
。

　
図
説
日
本
の
島

朝

倉

書

店
　

日
本
に
は
６
４
８
４
の
島
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
４
１
６
島
に
人
が
住
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。
礼
文
島
・
伊
豆
大
島
・

淡
路
島
・
対
馬
・
屋
久
島
な
ど
有
人
島

か
ら
76
を
取
り
上
げ
写
真
と
と
も
に
ビ

ジ
ュ
ア
ル
に
紹
介
。

　
温
泉
百
名
山

飯
出　
敏
夫

集
英
社

　
名
山
は
名
湯
を
育
む!

全
国
か
ら
、温

泉
達
人
が
名
湯
の
あ
る
名
山
を
１
０
０

座
選
定
。
山
と
い
で
湯
に
癒
さ
れ
、
病

も
克
服
し
た
山
湯
行
の
全
記
録
。「「
歩

い
て
し
か
行
け
な
い
温
泉
」
は
何
湯
あ

る
な
ど
番
外
編
も
収
録
。

《
今
月
は
こ
れ
で
決
ま
り
！
》

「
好
き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

　　
著
：
三
浦　
し
を
ん

　
出
版
：
大
和
書
房

　　
「
キ
ュ
ン
」
の
あ
る
毎
日
は
、お
お
む

ね
幸
せ
で
す
。
愛
と
笑
い
と
妄
想
に
満

ち
た
三
浦
し
を
ん
の
日
常
、
と
き
ど
き

非
日
常
。
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
２
２

年
の
あ
い
だ
に
い
ろ
い
ろ
な
雑
誌
・
新

聞
で
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
を
ま
と
め
る
。

『母
と
い
う
呪
縛
　

　
　
　
　
　
　
娘
と
い
う
牢
獄
』

 　
　
　
　
　

  

著
：
齊
藤　
彩

　
　
　
　
　
　
出
版
：
新
潮
社

　
「
医
学
部
9
浪
」の
娘
は
な
ぜ
母
を
刺

殺
し
た
の
か
。
司
法
記
者
出
身
の
ラ
イ

タ
ー
が
、
獄
中
の
娘
と
交
わ
し
た
膨
大

な
量
の
往
復
書
簡
を
も
と
に
つ
づ
る
、

「
学
歴
信
仰
」
に
囚
わ
れ
た
人
た
ち
、そ

し
て
す
べ
て
の
母
と
娘
に
贈
る
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。　
　
　
　
　
　
　
　

★新着本案内★

書　　　名 著　者　名 出　版　社 ジャンル

とりどりみどり 西條　奈加 祥 伝 社 小 説

本売る日々 青山　文平 文 藝 春 秋 小 説

四日間家族 川瀬　七緒 K A D O
K A W A 小 説

残陽の廓　
　　　闇医者おゑん秘録帖３ あさの　あつこ

中 央 公
論 新 社 小 説

やさしさを忘れぬうちに 川口　俊和 サンマーク
出 版 小 説

ほねほねザウルス２７ カバヤ食品
　　　　株式会社 岩 崎 書 店 児 童 読 物

ぼくはいったい　　　　　　
　　　　　　どこにいるんだ

ヨシタケ　
　　　シンスケ

ブ ロ ン ズ
新 社 絵 本

図書館掲示板
WEB 予約する際のパスワードを忘
れてしまった！こんな経験はありま
せんか？今までは来館しないと出来
なかったパスワードの変更がエコー
ルのホームページから出来るように
なりました。

「利用者メニュー」から「利用照会」
「新規パスワード登録」とクリックし
必要情報を入力してください。ご不
明な点は図書館までお問い合わせく
ださい。
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2023 年５月の予定
月 火 水 木 金 土 日

１ ２
理学療法士の日

10：00 〜12：00
予約はいりません

３　休館日 ４　　休館日 ５　 休館日 ６
開館日

9：30 ～ 11：30
予約してね

７
休館日

８ ９ 10
保健師の日
10 時〜 12 時

11 ねんねちゃんの会
生後 1 ヶ月〜 6 ヶ月児

14 時〜 15 時半
予約してね

12 13
休館日

14 休館日

15
お誕生月に

手形をおそう

16 17
保健師の日
10 時〜 12 時

18 19 20
休館日

21
休館日

22 23 24
保健師の日
10 時〜 12 時

25 ベビーマッサージ
生後 3 ヶ月〜 6 ヶ月児

14 時〜１５時半
予約してね

26 27
休館日

28
休館日

29 30 31
保健師の日
10 時〜 12 時

１ベビーマッサージ
生後 3 ヶ月〜 6 か月児

14 時〜 15 時半
予約してね

２ ３
休館日

４
休館日

長 和 町 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 　 利 用 時 間
月〜金曜日　9 時 30 分〜 12 時　13 時 30 分〜 16 時
第一土曜日　9 時 30 分〜 11 時 30 分（要予約）

〇イベントが変更または中止になることもあります。情報は館内に掲示する
ほか町のホームページや子育てＷｅｂなどで随時お知らせしていきます。
〇来所の前には体温を測っていただき、体調の悪い時はご利用を控えていた
だくようお願いします。〇マスクの着用は個人の判断でお願いします。

6月の6月の土曜開館日土曜開館日
は 10日の親子講は 10日の親子講
座です。座です。

親子講座「お庭で遊ぼう」参加者募集
自然体験ゲームを通して親子で体を動かしてみませんか？
お父さんも大歓迎です！
〇日時：6 月 10 日（土）
　　　　午前 10 時～ 11 時３０分
◯場所：子育て支援センター庭
　　　　（雨天の場合は子育て支援センター室内）
◯内容：お庭で遊ぼう
◯講師：ＮＰＯ法人　やまぼうし自然学校
◯対象：未就学児のお子さんとその家族　8 世帯
◯申込：５月３１日（水）までに支援センターに申込み
◯その他：動きやすい服装、帽子、水分持参

毎月第一火曜日毎月第一火曜日
午前10：00～ 12：00（予約不要）午前10：00～ 12：00（予約不要）
産後の腰痛、肩こり、抱っこ、産後の腰痛、肩こり、抱っこ、

おんぶが大変など…おんぶが大変など…
体の悩みに理学療法士さんがアドバイス体の悩みに理学療法士さんがアドバイス

してくれます。してくれます。

「理学療法士の日」「理学療法士の日」
始まりました始まりました

あ
ん
よ
が
上
手
に

あ
ん
よ
が
上
手
に

な
り
ま
し
た
！

な
り
ま
し
た
！

27

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

長
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

71
・
０
９
０
３

　　　　　　　　佐
さ さ き

々木　駿
しゅん

　隊員

信州・長和町地域おこし協力隊信州・長和町地域おこし協力隊

古道を知り古道を知り今今そして未来へそして未来へ

　みなさん、こんにちは。協力隊の佐々木です。

長和町に来て早 4 カ月、初めての過ごす冬を乗り
越えてあの手足きんきんの寒さはどこへやら。桜
の見頃も終えて暖かな陽気が続いています。今夏
は熱くなりそうな予感。皆さん体調管理気を付け
てお過ごしくださいね
　普段は協力隊として「信州立岩和紙の里」におり
ます。和紙作りは料理に似ています。食材選びから
仕込み、調理、盛り付け。食べるのは一瞬。そう、
漉くのも一瞬。どちらも時間のかかる仕込みや工程
へのこだわりが強みとなり味となる、そんな気がし
ています。そこに向き合えるような和紙作りができ
たらよいです。手漉き和紙の技術は練習あるのみ、
そう言い聞かせながら焦らず取り組みつつ、あわせ
て、和紙の活用にも励んでいます。
 　

和紙の里の体験館にお越しいただいたことはありま
すか？ 5 月過ぎから秋にかけて県内外の団体客が多
く訪れる繁忙期を迎えます。和紙体験では絵葉書や
うちわを作ったあとに絵付けをするのが醍醐味。絵
付けといっても着色した楮を針ですくって和紙にの
せていくスタイル。これを初体験したとき、なかな
か思い通りにいかないなんとも不思議体験。これま
で取り組んできた絵画制作にはなかった感覚と新た
な視点。楮の特性と針の使い方に慣れていくうちに
表現の幅が広がり、自分なりの解釈も生まれてさっ
そく見つけたワタシスタイル。さっそくこの地で出
会った「楮画」から作家活動も展開・始動しており
ます。
　現代の和紙にかかわる一人として、『和紙に少しで
も興味をもってほしい』。まずはここから。できるこ
とから。そのきっかけとして「楮画」もそのひとつ。
どうしたら触れてもらえるか、日常に溶け込めるか。
長和町に和紙がある、これって奇跡です。和紙の可
能性を信じながら頭にあるアイデアを形にしていけ
るように、提案していけるように、そして和紙の里
の魅力を伝えられるように頑張ります。
　体験館では個人体験もできますよ～ぜひ遊びにい
らしてください！

紙漉きの様子。緊張
完成した作品。

乾燥させて光を通した姿も和紙ならでは。

制作風景。
乾く前は艶やかです
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栗コーダカルテットによる生演奏

長
和
町
映
画
上
映
会
　
開
催

「
掘
る
女
　
縄
文
人
の
落
と
し
物
」

　

町
教
育
委
員
会
文
化
財
係

の
大
竹
幸
恵
学
芸
員
が
出
演

し
た
映
画
「
掘
る
女　

縄
文

人
の
落
と
し
物
」が
３
月
26
日

（
日
）
に
長
門
町
民
セ
ン
タ
ー

集
会
ホ
ー
ル
で
上
映
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
映
画
は
、縄
文
遺
跡
の

発
掘
調
査
に
携
わ
っ
た
女
性

3
名
を
3
年
間
に
渡
っ
て
記

録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
で
す
。大
竹
学
芸
員
に
よ

る
鷹
山
地
区
に
あ
る
星
糞
峠

の
黒
耀
石
鉱
山
で
の
発
掘
調

査
と
令
和
3
年
に
完
成
し
た

展
示
施
設
「
星
く
そ
館
」
の
開

館
ま
で
の
様
子
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
を
撮
影
し
た
松

本
貴
子
監
督
も
上
映
会
に
参

加
さ
れ
、
監
督
と
羽
田
町
長
、

大
竹
学
芸
員
に
よ
る
映
画
を

語
る
座
談
会
や
こ
の
映
画
の

音
楽
を
担
当
し
た
栗
コ
ー

ダ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る
生

演
奏
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
し
た
。

　

座
談
会
の
中
で
松
本
監
督

と
大
竹
学
芸
員
の
出
会
い
な

ど
製
作
の
裏
話
や
他
の
出
演

者
の
発
掘
調
査
の
話
、元
黒
耀

石
大
使
の
映
画
を
観
て
の
感

想
な
ど
が
披
露
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

（
株
）
上
田
自
動
車
学
校
様
か
ら

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
３
月
23
日
（
木
）、（
株
）
上
田
自
動
車
学
校
の
畑
洋

樹
代
表
取
締
役
社
長
ら
が
役
場
庁
舎
を
訪
れ
、新
小
学

校
１
年
生
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、反
射
材
の
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
と
ハ
ン
カ
チ
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
っ

ち
ゃ
ん
」が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。反
射
材
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
は
、上
田
自
動
車
学
校
か
ら
制
作
の
依
頼
を
受
け

た
上
田
千
曲
高
校
の
学
生
が
制
作
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、多
く
の
皆

様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
大
沢
薬
局
（
古
町
北
古
屋
区
）
の
大
沢
澄
夫
氏
が
令

和
4
年
度
公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
３
月
29
日
（
水
）、
羽
田

町
長
へ
受
賞
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
沢
氏
は
、
長
年
に
亘
り
学
校
薬
剤
師
と
し
て
、
薬

物
乱
用
防
止
啓
発
活
動
で
い
ち
早
く
教
壇
に
立
ち
先

駆
的
役
割
を
務
め
る
な
ど
、上
田
小
県
地
域
に
お
け
る

薬
物
乱
用
防
止
啓
発
授
業
の
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
讃

え
ら
れ
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
沢
氏
は
受
賞
を
受
け「
薬
剤
師
に
な
り
46
年
。
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
た
。山
間
部
に
必
要

な
リ
モ
ー
ト
診
療
が
発
展
し
て
き
て
い
る
の
で
今
後

も
地
域
医
療
の
確
保
を
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

大
沢
澄
夫
氏
　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

厚生労働大臣表彰を受賞された大沢氏（写真中央）

交通安全グッズを寄贈していた
だいた畑洋樹社長（写真右）と

藤田仁史教育長→

座談会

29

コミュニティスクールの町
長和町

～故郷の伝統的な和紙の「卒園・卒業証書」を
　　　　　　　　　　　　　　　手に巣立つ園児・児童たち①～ 

Vol.17

お問い合せ先　教育委員会学校教育係　☎ 68-2127

 保育園で「卒園式」、小学校・中学校で「卒業証書授与式」（卒業式）が行われました。
　広報４月号で特集されていましたが、３月には町内の二つの保育園（和田保育園・ながと保育園）、二つの小学校（和
田小学校・長門小学校）そして依田窪南部中学校で、新たな旅立ちの時を迎えた子ども達の卒園式、卒業式が行われ、
保護者や先生方が見守る中、子ども達は堂々と卒園・卒業証書を受け取っていました。
　今回は２回に分けて例年、二つの保育園、二つの小学校の卒園児、卒業生に手渡される卒業証書について記してみた
いと思います。

「世界に一枚だけの卒園・卒業証書！」　
　町の二つの保育園、二つの小学校の卒園式、卒業式では毎年、町の伝統的な産業である立岩和紙で漉かれた卒園・卒
業証書が卒園児、卒業生に手渡されます。この卒園・卒業証書は、保育園、小学校共に、古町立岩の「ふるさとセンター」
で卒園児、卒業児童が自分で漉いた世界で一つだけの卒園・卒業証書なのです。特に長門小学校では、「立岩和紙保存会」

（会長：藤田一富さん）の皆さんにご指導いただき、５年生の時に立岩和紙の原料である「楮 ( こうぞ ) の刈り取り」や、
「楮の皮むき」の体験を行っています。そして１年後の６年生で自分の卒業証書の紙漉きをし、３月の卒業式で校長先生
から受け取るのです。まさに「世界に一枚だけの卒業証書！」というわけです。
　この「世界に一枚だけの卒園・卒業証書」は、どうやって出来るのかは、実は「立岩和紙保存会」の皆様のご支援、
ご協力が大きな力なのです。
　そこで次回（広報 7 月号）で、「立岩和紙保存会」の方の関わりや「楮の刈り取り」「楮の皮むき」などの様子につい
て紹介していきたいと思います。

和田保育園 ながと保育園 和田小学校 依田窪南部中学校

長門小学校 完成した卒業証書楮の皮むきの様子卒業証書授与
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永
年
勤
続
教
職
員
表
彰
の
交
付

　
上
田
市
長
和
町
中
学
校
組
合
立
依
田
窪
南
部
中
学

校
長
の
笠
原
利
幸
氏
が
3
月
31
日
付
け
で
退
職
を
す

る
に
あ
た
り
、
長
野
県
教
育
委
員
会
よ
り
永
年
勤
続

教
職
員
表
彰
が
交
付
さ
れ
、
3
月
30
日
に
役
場
町
長

室
に
て
羽
田
中
学
校
組
合
長
（
町
長
）
よ
り
表
彰
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。　

　
笠
原
学
校
長
は
36
年
9
ヶ
月
の
長
き
に
渡
り
、
長

野
県
の
学
校
教
育
に
ご
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
依
田
窪
南
部
中
学
校
に
は
令
和
2
年
4
月
に
着
任

以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
取
り

組
ま
れ
、
生
徒
の
安
全
確
保
に
力
を
注
い
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
笠
原
学
校
長
の
長
年
の
ご
労
苦
に
感
謝
を
申
し
上

げ
、
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
樅
の
木
福
祉
会

「
多
機
能
型
事
務
所
わ
く
わ
く
」
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
長
門
町
民
体
育
館
内
で
、４
月
２
日
障
が
い
や
発

達
に
特
性
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る「
多
機

能
型
事
業
所
わ
く
わ
く
」の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
事
業
は
、障
が
い
や
特
性
の
あ
る
０
歳
か
ら
６
歳

ま
で
の
未
就
学
児
を
対
象
と
し
て
日
常
生
活
の
基

本
動
作
、
知
識
技
能
の
付
与
、
集
団
生
活
へ
の
適
応

訓
練
な
ど
を
支
援
す
る
「
児
童
発
達
支
援
」
と
、障

が
い
や
特
性
の
あ
る
、小
１
か
ら
高
３
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
の
、
放
課
後
や
長
期
休
暇
に
、
生
活
能
力
の

向
上
の
た
め
の
訓
練
や
学
習
支
援
等
を
行
う「
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」が
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

羽田組合長より表彰状を受け取る笠原氏（写真右から 2 番目）羽田町長と奈木野理事長（写真右）のくす玉割り

町 の わ だ い

　

４
月
12
日
に
「
長
和
町
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」か
ら
町
内
の
小
中
学
校
計
３
校
に「
モ
ル
ッ
ク
」

の
備
品
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
放
課
後
や
ク
ラ
ブ
活

動
、
授
業
の
一
環
で
使
用
し
て
も
ら
う
予
定
。

　
モ
ル
ッ
ク
と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス
ポ
ー

ツ
で
、
交
互
に
モ
ル
ッ
ク
を
投
げ
、
ピ
ン
を
倒
し
て

点
数
が
50
点
ピ
ッ
タ
リ
に
な
る
よ
う
競
う
ス
ポ
ー

ツ
。
ル
ー
ル
が
簡
単
な
の
で
性
別
・
年
代
問
わ
ず
楽

し
め
る
の
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
5
月
20
日
（
土
）
に
第
1
回
モ
ル
ッ
ク
大
会
が
旧

和
田
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
添
付
の
チ
ラ
シ
か
ら
確
認
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
今
後
は
町
で
も
モ
ル
ッ
ク
を
盛
り
上

げ
、
地
域
に
定
着
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

み
ど
り
の
少
年
団
　
結
団
式

　
4
月
11
日
に
和
田
小
学
校
、
4
月
14
日

に
長
門
小
学
校
で
み
ど
り
の
少
年
団
の
結

団
式
が
行
わ
れ
、
羽
田
町
長
か
ら
ス
カ
ー

フ
と
団
旗
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
ど
り
の
少
年
団
は
、
次
世
代
を
担
う

子
供
た
ち
が
、緑
と
親
し
み
、緑
を
愛
し
、

緑
を
守
り
育
て
る
活
動
を
通
じ
て
、
心
豊

か
な
人
間
に
育
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め

行
っ
て
い
な
か
っ
た
上
小
森
林
祭
や
上
小

地
区
交
流
会
も
今
年
か
ら
再
開
さ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

羽田町長から団旗の引き渡し ( 和田小学校）

モ
ル
ッ
ク
備
品
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

「長和町スポーツコミッション」
森氏（写真左）よりモルック寄贈

長門小学校

和田小学校
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『
広
報
な
が
わ
』
５
月
号
か
ら
広
報
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
荒あ

ら
か
わ川

泰た
い
き輝

で
す
。
私
ご
と
で
す
が
、
出
身
が
上
田
市

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
長
和
町
に
つ
い
て

正
直
ま
だ
あ
ま
り
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
自
分
が
広
報
を
担
当
し
て
も
い
い

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
気
持
ち
で
始
ま
っ
た

広
報
作
り
な
の
で
す
が
、
前
任
の
井
出
さ

ん
や
周
り
の
方
の
助
け
も
あ
り
、
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
成
す
る
に

あ
た
っ
て
、
長
和
町
の
様
々
な
場
所
へ
取

材
に
行
き
ま
し
た
。
行
く
先
々
で
新
し
い

発
見
や
出
会
い
が
あ
り
、
長
和
町
の
魅
力

を
知
る
と
共
に
町
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
町
民
の
皆
様
に
は
取
材
等
で
お
世
話

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
分
類
が
５
月
８
日

か
ら
５
類
に
引
き
下
げ
る
こ
と
が
国
か
ら

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
行
う
こ

と
が
難
し
か
っ
た
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や

学
校
の
行
事
も
、
今
年
か
ら
徐
々
に
復
活

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症
が

流
行
る
前
の
日
常
へ
完
全
に
戻
る
の
は
、

ま
だ
先
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
で
『
広
報
な
が
わ
』
が
、
主
役
で
あ

る
町
民
の
皆
様
の
活
躍
や
町
の
話
題
な
ど

の
情
報
を
伝
え
る
媒
体
と
し
て
、
皆
様
の

日
常
の
一
部
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

嬉
し
い
で
す
。

N
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